
「社会に開かれた教育課程」の実現 

Key Word   ２ カリキュラム・マネジメント

新学習指導要領では、カリキュラム・マネジメントの三つの側面を示しました。 

全ての教職員が、

「カリキュラム・マネ

ジメント」の必要

性を理解し、日々

の授業等に取り組

むことが大切です。 
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教育課程の実施 
～どのように学ぶか～ 

教育課程の評価 
～何が身に付いたか～ 

教育課程の改善 
～何が必要か～ 

教育課程の編成 
～何ができるようになればよいか～ 

行政 

家庭 

地域 社会 

共有・連携・協働・支援・評価 

教育目標を実現可能にする方策と検証法の確立 

学校教育目標の具現化と実現 
▶ 「めざす子ども像」「付けたい力」の明確化と共有

学校内 

学校外 

計画 

結果 

授業 改善 

指導計画・評価計画を 
踏まえた授業改善 
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校内研究等 情報発信等 
学校組織…人・物・財、学校経営等

学校文化…同僚性、人材育成等

教育基本法、学校教育法等 
学習指導要領、評価規準の参考資料等 
学校・子ども・地域の実態把握、課題設定等 

子どものよりよい成長 

教育目標の反映 教育結果の検証 

中教審答申 第１部第４章 

各学校で考えてみましょう 
▸「めざす子ども」の育成に向け、あらゆる教育資源を効果的・効率的に投入するための方略を考えましょう。例えば、各教科等の
単元の指導計画・指導時期等を教科横断的な視点で見直すことから始めてみるのもよいでしょう。

「教育課程（カリキュラム）」とは、学校の教育計画であり、その編成主体は各学校です。 
「カリキュラム・マネジメント」とは、学校の教育目標の実現に向けた、一連の組織的な営みです。 


